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【背 景 】

随 意 運 動 に よ る 筋 疲 労 後 に は 一 時 的 に 運 動 誘 発 電 位

(motor　evoked　potentials:MEP)の 減少 が認 め られ る.こ

の現 象 をPost-exercise　 depression(PED)と い う1).PED

に 関す る報告 につい て は,随 意運 動 に よる もの が多 く,電 気

刺激 によっ て誘発 された 筋疲 労後 につい て報 告 した もの はみ

な い.ま た 一定 時 間の電 気刺激 を介入 した際 の皮 質脊 髄路 興

奮性 に及 ぼす 影 響 につい て は不 明な 点が 多い の が現状 で あ る.

そ こで本 研 究の 目的 は,末 梢神 経 電気 刺激 に よる筋疲 労後 の

皮質脊 髄 路興 奮性 の変 化 を 明 らか にす るこ とを 目的 と した.

【方法】

対象は健常成人10名 とした.随 意運動条件は,母 指対立

等尺性収縮を最大張力の10%の 強度で10分 間保持した(VC

条件).電 気刺激条件は,右 正中神経を20Hzの 頻度で10分

間刺激 し,刺激強度は最大張力の10%を 引き起こす強度(ES1

条件)お よび運動閾値の90%の 刺激強度(ES2条 件)の2

条件とした.皮 質脊髄路興奮性の評価には経頭蓋磁気刺激に

よって誘発 されるMEPを 利用 した.経 頭蓋磁気刺激装置

Magstim200お よび8の 字コイルを使用し,左 一次運動野手

指領域に磁気刺激を行い,右 短母指外転筋よりMEPを 記録

した.磁 気刺激強度は,安 静時に1mVのMEPが 誘発され

る強度とした.ま た,a運 動ニューロンの興奮性の評価とし

てF波,神 経筋接合部より遠位の興奮性の評価 としてM波

を利用した.各 条件において介入前,介入終了5分 後のMEP,

F波,M波,お よび最大張力を計測 した.解 析対象はMEP

振幅,F波 振幅および出現頻度,M波 振幅,最 大張力とした.

介入前後における各値の比較には対応のあるt検 定を用い,

有意水準は5%と した.

【結果】

最大張力はVC条 件およびES1条 件において,介入前と比

較し介入後に有意に減少した.ES2条 件では,介 入前後で有

意な差は認められなかった.MEP振 幅値はVC条 件および

ES1条 件で介入後に有意に減少した(図1).ES2条 件では

介入前後でMEPに 有意な差は認められなかった.M波 振幅

はVC条 件では介入後に有意に減少 した.一 方,ES1条 件お

よびES2条 件では介入前後で有意な差は認められなかった.

F波 振幅値および出現頻度はVC条 件,ES1条 件,ES2条 件

全てにおいて介入前後に有意な差は認められなかった.

【考察】

VC条 件およびES1条 件において最大張力は介入前より介

入後で有意に減少したことから本課題は筋疲労課題であった

といえる.ま たMEP振 幅は両条件 ともに介入前より介入後

で有意に減少したが,脊 髄興奮性を反映するF波 は両条件と

もに介入前後で有意な差は認められなかった.こ れらの結果

は,MEP振 幅の減弱が運動皮質レベルで起こっていること

と,VC条 件に認められるPEDが,ES1条 件においても認

められることを示唆していると考えられる.ま た運動閾値下

の強度で電気刺激を行ったES2条 件では,MEP振 幅は介入

前後で変化が認められなかった.従 ってES1条 件における電

気刺激課題は,筋 疲労課題であることから,筋 疲労による求

心性入力による影響を受けて運動皮質の興奮性が低下したと

考えられる.Taylorら は筋疲労が起こると,疲 労に敏感な求

心性神経であるIII群やIV群線維の発火が充進 し,そ の結果と

して一次運動野の出カレベルを低下させることを報告してい

る2).III群やIV群線維の求心性神経は,筋 肉の機械的または

化学的な刺激に対して敏感であり,筋 収縮による末梢血管の

疎血や代謝産物の蓄積に伴い発火頻度が増加する.本 研究に

おいても10分 間持続的に筋収縮を行っていたことから,皿

群やIV群線維の発火が亢進し,そ れらが運動皮質の興奮性を

低下させた可能性の1つ として考えられた.

【結論】

末梢神経電気刺激による筋疲労課題によって,運動皮質の

興奮性は一時的に低下することが明らかとなった.
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